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第 １ 章  総 則  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 河 川 法 （ 昭 和 ３ ９ 年 法 律 第 １ ６ ７ 号 。 以 下

「 法 」 と い う 。 ） 第 １ ０ ０ 条 第 １ 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る

法 第 １ ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 市 長 が 管 理 す る 準 用 河 川 （ 法

第 １ ０ ０ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 準 用 河 川 を い う 。 以 下 単 に 「 河 川 」

と い う 。 ） に 係 る 河 川 管 理 施 設 又 は 法 第 ２ ６ 条 第 １ 項 の 許 可 を 受

け て 設 置 さ れ る 工 作 物 （ 以 下 「 許 可 工 作 物 」 と い う 。 ） の う ち 、

堤 防 、 床 止 め そ の 他 の 主 要 な も の の 構 造 に つ い て 河 川 管 理 上 必 要

と さ れ る 一 般 的 技 術 的 基 準 を 定 め る も の と す る 。  

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 使 用 す る 用 語 は 、 河 川 管 理 施 設 等 構 造 令

（ 昭 和 ５ １ 年 政 令 第 １ ９ ９ 号 ） に お い て 使 用 す る 用 語 の 例 に よ る 。  

第 ２ 章  堤 防  



（ 適 用 の 範 囲 ）  

第 ３ 条  こ の 章 の 規 定 は 、 流 水 が 河 川 外 に 流 出 す る こ と を 防 止 す る

た め に 設 け る 堤 防 及 び 霞
かすみ

堤 に つ い て 適 用 す る 。  

（ 構 造 の 原 則 ）  

第 ４ 条  堤 防 は 、 護 岸 、 水 制 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 と 一 体 と し

て 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 流 水 の 通 常 の 作 用 に 対 し て 安 全 な 構

造 と す る も の と す る 。  

（ 材 質 及 び 構 造 ）  

第 ５ 条  堤 防 は 、 盛 土 に よ り 築 造 す る も の と す る 。 た だ し 、 土 地 利

用 の 状 況 そ の 他 の 特 別 の 事 情 に よ り や む を 得 な い と 認 め ら れ る 場

合 に お い て は 、 そ の 全 部 若 し く は 主 要 な 部 分 が コ ン ク リ ー ト 、 鋼

矢 板 若 し く は こ れ ら に 準 ず る も の に よ る 構 造 の も の と し 、 又 は コ

ン ク リ ー ト 構 造 若 し く は こ れ に 準 ず る 構 造 の 胸 壁 を 有 す る も の と

す る こ と が で き る 。  

（ 高 さ ）  

第 ６ 条  堤 防 の 高 さ は 、 計 画 高 水 位 が 堤 防 に 隣 接 す る 堤 内 の 土 地 の

地 盤 高 （ 以 下 「 堤 内 地 盤 高 」 と い う 。 ） よ り 高 く 、 か つ 、 そ の 差

が ０ ． ６ メ ー ト ル 未 満 で あ る 区 間 に お い て は 、 計 画 高 水 流 量 が １

秒 間 に つ き ５ ０ 立 方 メ ー ト ル 未 満 で あ り 、 か つ 、 堤 防 の 天 端 幅 が

２ ． ５ メ ー ト ル 以 上 で あ る 場 合 は 、 計 画 高 水 位 に ０ ． ３ メ ー ト ル

を 加 え た 値 以 上 と す る も の と す る 。  

２  前 項 以 外 の 場 合 の 堤 防 の 高 さ は 、 計 画 高 水 流 量 に 応 じ 、 計 画 高

水 位 に 次 の 表 の 右 欄 に 掲 げ る 値 を 加 え た 値 以 上 と す る も の と す る 。

た だ し 、 堤 内 地 盤 高 が 計 画 高 水 位 よ り 高 く 、 か つ 、 地 形 の 状 況 等

に よ り 治 水 上 の 支 障 が な い と 認 め ら れ る 区 間 に あ っ て は 、 こ の 限

り で な い 。  

項  計 画 高 水 流 量 （ 単 位  １ 秒

間 に つ き 立 方 メ ー ト ル ）  

計 画 高 水 位 に 加 え る 値 （ 単

位  メ ー ト ル ）  

１  ２ ０ ０ 未 満  ０ ． ６  

２  ２ ０ ０ 以 上  ０ ． ８  



 ５ ０ ０ 未 満  

３  胸 壁 を 有 す る 堤 防 の 胸 壁 を 除 い た 部 分 の 高 さ は 、 計 画 高 水 位 以

上 と す る も の と す る 。  

（ 天 端 幅 ）  

第 ７ 条  堤 防 の 天 端 幅 は 、 計 画 高 水 位 が 堤 内 地 盤 高 よ り 高 く 、 か つ 、

そ の 差 が ０ ． ６ メ ー ト ル 未 満 で あ る 区 間 に お い て は 、 計 画 高 水 流

量 に 応 じ 、 次 の 表 の 右 欄 に 掲 げ る 値 以 上 と す る も の と す る 。  

項  計 画 高 水 流 量 （ 単 位  １ 秒

間 に つ き 立 方 メ ー ト ル ）  

天 端 幅 （ 単 位  メ ー ト ル ）  

１  ５ ０ 未 満  ２  

２  
５ ０ 以 上  

１ ０ ０ 未 満  
２ ． ５  

２  前 項 以 外 の 場 合 の 堤 防 の 天 端 幅 は 、 堤 防 の 高 さ 及 び 構 造 並 び に

背 後 地 の 状 況 を 考 慮 し て 、 ３ メ ー ト ル 以 上 の 適 切 な 値 と す る も の

と す る 。  

（ 盛 土 に よ る 堤 防 の 法
の り

勾 配 等 ）  

第 ８ 条  盛 土 に よ る 堤 防 （ 胸 壁 の 部 分 及 び 護 岸 で 保 護 さ れ る 部 分 を

除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） の 法 勾 配 は 、 堤 防 の 高 さ と 堤 内 地 盤

高 と の 差 が ０ ． ６ メ ー ト ル 未 満 で あ る 区 間 を 除 き 、 ５ ０ パ ー セ ン

ト 以 下 と す る も の と す る 。  

２  盛 土 に よ る 堤 防 の 法 面 は 、 芝 等 に よ っ て 覆 う も の と す る 。  

（ 護 岸 ）  

第 ９ 条  流 水 の 作 用 か ら 堤 防 を 保 護 す る た め 必 要 が あ る 場 合 に お い

て は 、 堤 防 の 表 法 面 又 は 表 小 段 に 護 岸 を 設 け る も の と す る 。  

（ 水 制 ）  

第 １ ０ 条  流 水 の 作 用 か ら 堤 防 を 保 護 す る た め 、 流 水 の 方 向 を 規 制

し 、 又 は 水 勢 を 緩 和 す る 必 要 が あ る 場 合 に お い て は 、 適 当 な 箇 所

に 水 制 を 設 け る も の と す る 。  

 （ 管 理 用 通 路 ）  

第 １ １ 条  堤 防 に は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 河 川 の 管 理 の た  



め の 通 路 （ 以 下 「 管 理 用 通 路 」 と い う 。 ） を 設 け る も の と す る 。  

（ 背 水 区 間 の 堤 防 の 高 さ 及 び 天 端 幅 の 特 例 ）  

第 １ ２ 条  甲 河 川 と 乙 河 川 が 合 流 す る こ と に よ り 乙 河 川 に 背 水 が 生

ず る こ と と な る 場 合 に お い て は 、 合 流 箇 所 よ り 上 流 の 乙 河 川 の 堤

防 の 高 さ は 、 第 ６ 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ る そ

の 箇 所 に お け る 甲 河 川 の 堤 防 の 高 さ を 下 回 ら な い も の と す る も の

と す る 。 た だ し 、 堤 内 地 盤 高 が 計 画 高 水 位 よ り 高 く 、 か つ 、 地 形

の 状 況 等 に よ り 治 水 上 の 支 障 が な い と 認 め ら れ る 区 間 及 び 逆 流 を

防 止 す る 施 設 に よ っ て 背 水 が 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 区

間 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。  

２  前 項 本 文 の 規 定 に よ り 乙 河 川 の 堤 防 の 高 さ が 定 め ら れ る 場 合 に

お い て は 、 そ の 高 さ と 乙 河 川 に 背 水 が 生 じ な い と し た 場 合 に 定 め

る べ き 計 画 高 水 位 に 、 計 画 高 水 流 量 に 応 じ 、 第 ６ 条 第 ２ 項 の 表 の

右 欄 に 掲 げ る 値 を 加 え た 高 さ と が 一 致 す る 地 点 か ら 当 該 合 流 箇 所

ま で の 乙 河 川 の 区 間 （ 以 下 「 背 水 区 間 」 と い う 。 ） の 堤 防 の 天 端

幅 は 、 第 ７ 条 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ る そ の 箇 所

に お け る 甲 河 川 の 堤 防 の 天 端 幅 を 下 回 ら な い も の と す る も の と す

る 。 た だ し 、 堤 内 地 盤 高 が 計 画 高 水 位 よ り 高 く 、 か つ 、 地 形 の 状

況 等 に よ り 治 水 上 の 支 障 が な い と 認 め ら れ る 区 間 に あ っ て は 、 こ

の 限 り で な い 。  

第 ３ 章  床 止 め  

（ 構 造 の 原 則 ）  

第 １ ３ 条  床 止 め は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 流 水 の 作 用 に 対 し て

安 全 な 構 造 と す る も の と す る 。  

２  床 止 め は 、 付 近 の 河 岸 及 び 河 川 管 理 施 設 の 構 造 に 著 し い 支 障 を

及 ぼ さ な い 構 造 と す る も の と す る 。  

 （ 護 床 工 ）  

第 １ ４ 条  床 止 め を 設 け る 場 合 に お い て 、 こ れ を 接 続 す る 河 床 の 洗

掘 を 防 止 す る た め 必 要 が あ る と き は 、 適 当 な 護 床 工 を 設 け る も の

と す る 。  



（ 護 岸 ）  

第 １ ５ 条  床 止 め を 設 け る 場 合 に お い て は 、 流 水 の 変 化 に 伴 う 河 岸

又 は 堤 防 の 洗 掘 を 防 止 す る た め 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 護

岸 を 設 け る も の と す る 。  

（ 魚 道 ）  

第 １ ６ 条  床 止 め を 設 け る 場 合 に お い て 、 魚 類 の 遡 上 等 を 妨 げ な い

よ う に す る た め 必 要 が あ る と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

魚 道 を 設 け る も の と す る 。  

第 ４ 章  堰
せ き

 

（ 構 造 の 原 則 ）  

第 １ ７ 条  堰 は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 流 水 の 作 用 に 対 し て 安 全

な 構 造 と す る も の と す る 。  

２  堰 は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 洪 水 の 流 下 を 妨 げ ず 、 付 近 の 河

岸 及 び 河 川 管 理 施 設 の 構 造 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ さ ず 、 並 び に 堰 に

接 続 す る 河 床 の 洗 掘 の 防 止 に つ い て 適 切 に 配 慮 さ れ た 構 造 と す る

も の と す る 。  

 （ 流 下 断 面 と の 関 係 ）  

第 １ ８ 条  可 動 堰
ぜ き

の 可 動 部 （ 流 水 を 流 下 さ せ る た め の ゲ ー ト 及 び こ

れ を 支 持 す る 堰 柱 に 限 る 。 次 条 及 び 第 ２ ０ 条 に お い て 同 じ 。 ） 以

外 の 部 分 （ 堰 柱 を 除 く 。 ） 及 び 固 定 堰 は 、 流 下 断 面 （ 計 画 横 断 形

が 定 め ら れ て い る 場 合 に は 、 当 該 計 画 横 断 形 に 係 る 流 下 断 面 を 含

む 。 以 下 こ の 条 、 第 ３ ７ 条 第 １ 項 及 び 第 ４ ０ 条 第 １ 項 に お い て 同

じ 。 ） 内 に 設 け て は な ら な い 。 た だ し 、 山 間 狭 窄
さ く

部 で あ る こ と そ

の 他 河 川 の 状 況 、 地 形 の 状 況 等 に よ り 治 水 上 の 支 障 が な い と 認 め

ら れ る と き 、 及 び 河 床 の 状 況 に よ り 流 下 断 面 内 に 設 け る こ と が や

む を 得 な い と 認 め ら れ る 場 合 に お い て 、 治 水 上 の 機 能 の 確 保 の た

め 適 切 と 認 め ら れ る 措 置 を 講 ず る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

（ 可 動 堰 の 可 動 部 の 径 間 長 ）  

第 １ ９ 条  可 動 堰 の 可 動 部 の 径 間 長 （ 隣 り 合 う 堰 柱 の 中 心 線 間 の 距

離 を い う 。 以 下 こ の 章 に お い て 同 じ 。 ） は 、 １ 秒 間 に つ き ５ ０ ０



立 方 メ ー ト ル 未 満 の 計 画 高 水 流 量 に 対 し て １ ５ メ ー ト ル 以 上 と す

る も の と す る 。 た だ し 、 山 間 狭 窄 部 で あ る こ と そ の 他 河 川 の 状 況 、

地 形 の 状 況 等 に よ り 治 水 上 の 支 障 が な い と 認 め ら れ る と き は 、 こ

の 限 り で な い 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て 、 可 動 堰 の 可 動 部 の 全 長 （ 両 端 の 堰 柱 の 中

心 線 間 の 距 離 を い う 。 ） が ３ ０ メ ー ト ル 未 満 で あ る と き は 、 前 項

の 規 定 に か か わ ら ず 、 可 動 部 の 径 間 長 を １ ２ ． ５ メ ー ト ル 以 上 と

す る こ と が で き る 。  

３  可 動 堰 の 可 動 部 が 起 伏 式 で あ る 場 合 に お い て は 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 可 動 部 の 径 間 長 を 前 各 項 の 規 定 に よ ら な い も の と

す る こ と が で き る 。  

（ 可 動 堰 の 可 動 部 の 径 間 長 の 特 例 ）  

第 ２ ０ 条  可 動 堰 の 可 動 部 の 一 部 を 土 砂 吐 き 又 は 舟 通 し と し て の 効

用 を 兼 ね る も の と す る 場 合 に お い て は 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 当 該 部 分 の 径 間 長 は 、 １ 秒 間 に つ き ５ ０ ０ 立 方 メ ー ト ル

未 満 の 計 画 高 水 流 量 に 対 し て １ ２ ． ５ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と が

で き る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 可 動 部 の 径 間 長 の 平 均 値 は 、 同 条

第 ２ 項 に 該 当 す る 可 動 堰 の 可 動 部 を 除 き 、 １ ５ メ ー ト ル 以 上 で な

け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 に よ れ ば 可 動 堰 の 可 動 部 の う ち 土 砂 吐 き 又 は 舟 通 し

と し て の 効 用 を 兼 ね る 部 分 以 外 の 部 分 の 径 間 長 が 著 し く 大 と な り 、

当 該 部 分 の ゲ ー ト の 構 造 上 適 当 で な く 、 か つ 、 治 水 上 の 支 障 が な

い と 認 め ら れ る 場 合 に お い て は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 可

動 部 の 径 間 長 を 同 項 後 段 の 規 定 に よ ら な い も の と す る こ と が で き

る 。  

（ 可 動 堰 の 可 動 部 の ゲ ー ト の 構 造 ）  

第 ２ １ 条  可 動 堰 の 可 動 部 の ゲ ー ト （ バ ル ブ を 含 む 。 以 下 こ の 章 に

お い て 同 じ 。 ） は 、 確 実 に 開 閉 し 、 か つ 、 必 要 な 水 密 性 及 び 耐 久

性 を 有 す る 構 造 と す る も の と す る 。  

２  可 動 堰 の 可 動 部 の ゲ ー ト の 開 閉 装 置 は 、 ゲ ー ト の 開 閉 を 確 実 に  



行 う こ と が で き る 構 造 と す る も の と す る 。  

３  可 動 堰 の 可 動 部 の ゲ ー ト は 、 予 想 さ れ る 荷 重 に 対 し て 安 全 な 構

造 と す る も の と す る 。  

４  可 動 堰 の 可 動 部 の ゲ ー ト に 作 用 す る 荷 重 と し て は 、 ゲ ー ト の 自

重 、 貯 留 水 に よ る 静 水 圧 の 力 、 貯 水 池 内 に 堆 積 す る 泥 土 に よ る 力 、

貯 留 水 の 氷 結 時 に お け る 力 、 地 震 時 に お け る ゲ ー ト の 慣 性 力 、 地

震 時 に お け る 貯 留 水 に よ る 動 水 圧 の 力 及 び ゲ ー ト の 開 閉 に よ っ て

生 ず る 力 を 採 用 す る も の と す る 。  

５  前 各 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 可 動 堰 の 可 動 部 の ゲ ー ト の 構 造

の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

（ 可 動 堰 の 可 動 部 の ゲ ー ト の 高 さ ）  

第 ２ ２ 条  可 動 堰 の 可 動 部 の 引 上 げ 式 ゲ ー ト の 最 大 引 上 げ 時 に お け

る 下 端 の 高 さ は 、 計 画 高 水 流 量 に 応 じ 、 計 画 高 水 位 に 第 ６ 条 第 ２

項 の 表 の 右 欄 に 掲 げ る 値 を 加 え た 値 以 上 で 、 当 該 地 点 に お け る 河

川 の 両 岸 の 堤 防 （ 計 画 横 断 形 が 定 め ら れ て い る 場 合 に お い て 、 計

画 堤 防 の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の 高 さ よ り 低 く 、 か つ 、 治 水 上 の 支 障

が な い と 認 め ら れ る と き 、 又 は 計 画 堤 防 の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の 高

さ よ り 高 い と き は 、 計 画 堤 防 ） の 表 法 肩 を 結 ぶ 線 の 高 さ を 下 回 ら

な い も の と す る も の と す る 。  

２  可 動 堰 の 可 動 部 の 起 伏 式 ゲ ー ト の 倒 伏 時 に お け る 上 端 の 高 さ は 、

可 動 堰 の 基 礎 部 （ 床 版 を 含 む 。 ） の 高 さ 以 下 と す る も の と す る 。  

（ 可 動 堰 の 可 動 部 の 引 上 げ 式 ゲ ー ト の 高 さ の 特 例 ）  

第 ２ ３ 条  背 水 区 間 に 設 け る 可 動 堰 の 可 動 部 の 引 上 げ 式 ゲ ー ト の 最

大 引 上 げ 時 に お け る 下 端 の 高 さ は 、 治 水 上 の 支 障 が な い と 認 め ら

れ る と き は 、 前 条 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 に 掲 げ る 高 さ の

う ち い ず れ か 高 い 方 の 高 さ 以 上 と す る こ と が で き る 。  

（ １ ） 当 該 河 川 に 背 水 が 生 じ な い と し た 場 合 に 定 め る べ き 計 画 高 水

位 に 、 計 画 高 水 流 量 に 応 じ 、 第 ６ 条 第 ２ 項 の 表 の 右 欄 に 掲 げ る

値 を 加 え た 高 さ  

（ ２ ） 計 画 高 水 位  



２  地 盤 沈 下 の お そ れ が あ る 地 域 に 設 け る 可 動 堰 の 可 動 部 の 引 上 げ

式 ゲ ー ト の 最 大 引 上 げ 時 に お け る 下 端 の 高 さ は 、 前 条 第 １ 項 及 び

前 項 の 規 定 に よ る ほ か 、 予 測 さ れ る 地 盤 沈 下 及 び 河 川 の 状 況 を 勘

案 し て 必 要 と 認 め ら れ る 高 さ を 下 回 ら な い も の と す る 。  

（ 管 理 施 設 ）  

第 ２ ４ 条  可 動 堰 に は 、 必 要 に 応 じ 、 管 理 橋 そ の 他 の 適 当 な 管 理 施

設 を 設 け る も の と す る 。  

（ 護 床 工 等 ）  

第 ２ ５ 条  第 １ ４ 条 か ら 第 １ ６ 条 ま で の 規 定 は 、 堰 を 設 け る 場 合 に

つ い て 準 用 す る 。  

第 ５ 章  水 門 及 び 樋
ひ

門  

（ 構 造 の 原 則 ）  

第 ２ ６ 条  水 門 及 び 樋 門 は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 流 水 の 作 用 に

対 し て 安 全 な 構 造 と す る も の と す る 。  

２  水 門 及 び 樋 門 は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 洪 水 の 流 下 を 妨 げ ず 、

付 近 の 河 岸 及 び 河 川 管 理 施 設 の 構 造 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ さ ず 、 並

び に 水 門 又 は 樋 門 に 接 続 す る 河 床 の 洗 掘 の 防 止 に つ い て 適 切 に 配

慮 さ れ た 構 造 と す る も の と す る 。  

 （ 構 造 ）  

第 ２ ７ 条  水 門 及 び 樋 門 （ ゲ ー ト 及 び 管 理 施 設 を 除 く 。 ） は 、 鉄 筋

コ ン ク リ ー ト 構 造 又 は こ れ に 準 ず る 構 造 と す る も の と す る 。  

２  樋 門 は 、 堆 積 土 砂 等 の 排 除 に 支 障 の な い 構 造 と す る も の と す る 。  

（ 断 面 形 ）  

第 ２ ８ 条  河 川 を 横 断 し て 設 け る 水 門 及 び 樋 門 の 流 水 を 流 下 さ せ る

部 分 の 断 面 形 は 、 計 画 高 水 流 量 を 勘 案 し て 定 め る も の と す る 。  

２  前 項 の 規 定 は 、 河 川 以 外 の 水 路 が 河 川 に 合 流 す る 箇 所 に お い て

当 該 水 路 を 横 断 し て 設 け る 水 門 及 び 樋 門 に つ い て 準 用 す る 。  

（ ゲ ー ト 等 の 構 造 ）  

第 ２ ９ 条  水 門 及 び 樋 門 の ゲ ー ト は 、 確 実 に 開 閉 し 、 か つ 、 必 要 な

水 密 性 を 有 す る 構 造 と す る も の と す る 。  



２  水 門 及 び 樋 門 の ゲ ー ト は 、 鋼 構 造 又 は こ れ に 準 ず る 構 造 と す る

も の と す る 。  

３  水 門 及 び 樋 門 の ゲ ー ト の 開 閉 装 置 は 、 ゲ ー ト の 開 閉 を 確 実 に 行

う こ と が で き る 構 造 と す る も の と す る 。  

（ 水 門 の ゲ ー ト の 高 さ 等 ）  

第 ３ ０ 条  水 門 の カ ー テ ン ウ ォ ー ル の 上 端 の 高 さ 又 は カ ー テ ン ウ ォ

ー ル を 有 し な い 水 門 の ゲ ー ト の 閉 鎖 時 に お け る 上 端 の 高 さ は 、 水

門 に 接 続 す る 堤 防 （ 計 画 横 断 形 が 定 め ら れ て い る 場 合 に お い て 、

計 画 堤 防 の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の 高 さ よ り 低 く 、 か つ 、 治 水 上 の 支

障 が な い と 認 め ら れ る と き 、 又 は 計 画 堤 防 の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の

高 さ よ り 高 い と き は 、 計 画 堤 防 ） の 高 さ を 下 回 ら な い も の と す る

も の と す る 。  

２  第 ２ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 は 河 川 を 横 断 し て 設 け る 水 門 （ 流 水 を 分

流 さ せ る 水 門 を 除 く 。 ） の カ ー テ ン ウ ォ ー ル 及 び ゲ ー ト の 高 さ に

つ い て 、 第 ２ ３ 条 の 規 定 は 河 川 を 横 断 し て 設 け る 水 門 の カ ー テ ン

ウ ォ ー ル 及 び ゲ ー ト の 高 さ に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

こ れ ら の 規 定 中 「 可 動 堰 の 可 動 部 の 引 上 げ 式 ゲ ー ト の 最 大 引 上 げ

時 に お け る 下 端 の 高 さ 」 と あ る の は 、 「 水 門 の カ ー テ ン ウ ォ ー ル

の 下 端 の 高 さ 及 び 水 門 の 引 上 げ 式 ゲ ー ト の 最 大 引 上 げ 時 に お け る

下 端 の 高 さ 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

（ 管 理 施 設 等 ）  

第 ３ １ 条  第 ２ ４ 条 の 規 定 は 、 水 門 及 び 樋 門 に つ い て 準 用 す る 。  

２  水 門 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 管 理 用 通 路 と し て の 効 用

を 兼 ね る 構 造 と す る も の と す る 。  

（ 護 床 工 等 ）  

第 ３ ２ 条  第 １ ４ 条 及 び 第 １ ５ 条 の 規 定 は 、 水 門 又 は 樋 門 を 設 け る

場 合 に つ い て 準 用 す る 。  

第 ６ 章  揚 水 機 場 、 排 水 機 場 及 び 取 水 塔  

（ 構 造 の 原 則 ）  

第 ３ ３ 条  揚 水 機 場 及 び 排 水 機 場 は 、 河 岸 及 び 河 川 管 理 施 設 の 構 造  



に 著 し い 支 障 を 及 ぼ さ な い 構 造 と す る も の と す る 。  

２  揚 水 機 場 及 び 排 水 機 場 の ポ ン プ 室 （ ポ ン プ を 据 え 付 け る 床 及 び

そ の 下 部 の 室 に 限 る 。 ） 、 吸 水 槽 及 び 吐 出 水 槽 そ の 他 の 調 圧 部 は 、

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 又 は こ れ に 準 ず る 構 造 と す る も の と す る 。  

（ 排 水 機 場 の 吐 出 水 槽 等 ）  

第 ３ ４ 条  樋 門 を 有 す る 排 水 機 場 に は 、 吐 出 水 槽 そ の 他 の 調 圧 部 を

設 け る も の と す る 。 た だ し 、 樋 門 が 横 断 す る 河 岸 又 は 堤 防 （ 非 常

用 の 土 砂 等 を 備 蓄 し 、 又 は 環 境 を 保 全 す る た め に 設 け ら れ る 側 帯

を 除 く 。 第 ３ ６ 条 、 第 ４ ２ 条 第 ２ 項 、 第 ４ ７ 条 第 １ 項 及 び 第 ４ ９

条 に お い て 同 じ 。 ） の 構 造 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が な い と き は 、

こ の 限 り で な い 。  

２  吐 出 水 槽 そ の 他 の 調 圧 部 の 上 端 の 高 さ は 、 排 水 機 場 の 樋 門 が 横

断 す る 堤 防 （ 計 画 横 断 形 が 定 め ら れ て い る 場 合 に お い て 、 計 画 堤

防 の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の 高 さ よ り 低 く 、 か つ 、 治 水 上 の 支 障 が な

い と 認 め ら れ る と き 、 又 は 計 画 堤 防 の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の 高 さ よ

り 高 い と き は 、 計 画 堤 防 ） の 高 さ 以 上 と す る も の と す る 。  

（ 流 下 物 排 除 施 設 ）  

第 ３ ５ 条  揚 水 機 場 及 び 排 水 機 場 に は 、 土 砂 、 竹 木 そ の 他 の 流 下 物

を 排 除 す る た め 、 沈 砂 池 、 ス ク リ ー ン そ の 他 の 適 当 な 流 下 物 排 除

施 設 を 設 け る も の と す る 。 た だ し 、 河 川 管 理 上 の 支 障 が な い と 認

め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

（ 樋 門 ）  

第 ３ ６ 条  揚 水 機 場 及 び 排 水 機 場 の 樋 門 と 樋 門 以 外 の 部 分 と は 、 構

造 上 分 離 す る も の と す る 。 た だ し 、 樋 門 が 横 断 す る 河 岸 又 は 堤 防

の 構 造 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

（ 取 水 塔 の 構 造 ）  

第 ３ ７ 条  取 水 塔 （ 流 下 断 面 内 に 設 け る も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 及

び 次 条 に お い て 同 じ 。 ） は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 洪 水 の 流 下

を 妨 げ ず 、 付 近 の 河 岸 及 び 河 川 管 理 施 設 の 構 造 に 著 し い 支 障 を 及

ぼ さ ず 、 並 び に 取 水 塔 に 接 続 す る 河 床 及 び 高 水 敷 の 洗 掘 の 防 止 に  



つ い て 適 切 に 配 慮 さ れ た 構 造 と す る も の と す る 。  

２  取 水 塔 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 又 は こ れ に 準 ず る 構 造 と す る

も の と す る 。  

３  取 水 塔 の 河 床 下 の 部 分 に は 、 直 接 取 水 す る 取 水 口 を 設 け て は な

ら な い 。 た だ し 、 取 水 口 の 規 模 及 び 深 さ 等 を 考 慮 し て 治 水 上 の 支

障 が な い と 認 め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

（ 護 床 工 等 ）  

第 ３ ８ 条  第 １ ４ 条 及 び 第 １ ５ 条 の 規 定 は 、 取 水 塔 を 設 け る 場 合 に

つ い て 準 用 す る 。  

第 ７ 章  橋  

（ 河 川 区 域 内 に 設 け る 橋 台 の 構 造 の 原 則 ）  

第 ３ ９ 条  河 川 区 域 内 に 設 け る 橋 台 は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 流

水 の 作 用 に 対 し て 安 全 な 構 造 と す る も の と す る 。  

２  河 川 区 域 内 に 設 け る 橋 台 は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 洪 水 の 流

下 を 妨 げ ず 、 付 近 の 河 岸 及 び 河 川 管 理 施 設 の 構 造 に 著 し い 支 障 を

及 ぼ さ ず 、 並 び に 橋 台 に 接 続 す る 河 床 の 洗 掘 の 防 止 に つ い て 適 切

に 配 慮 さ れ た 構 造 と す る も の と す る 。   

（ 橋 台 の 設 置 等 ）  

第 ４ ０ 条  背 水 区 間 に 係 る 堤 防 （ 計 画 横 断 形 が 定 め ら れ て い る 場 合

に は 、 計 画 堤 防 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 設 け る 橋 台 は 、

流 下 断 面 内 に 設 け て は な ら な い 。 た だ し 、 山 間 狭 窄 部 で あ る こ と

そ の 他 河 川 の 状 況 、 地 形 の 状 況 等 に よ り 治 水 上 の 支 障 が な い と 認

め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

２  堤 防 に 設 け る 橋 台 （ 前 項 の 橋 台 に 該 当 す る も の を 除 く 。 ） は 、

堤 防 の 表 法 肩 よ り 表 側 の 部 分 に 設 け て は な ら な い 。  

３  堤 防 に 設 け る 橋 台 の 表 側 の 面 は 、 堤 防 の 法 線 に 平 行 し て 設 け る

も の と す る 。 た だ し 、 堤 防 の 構 造 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ さ な い た め

に 必 要 な 措 置 を 講 ず る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

４  堤 防 に 設 け る 橋 台 の 底 面 は 、 堤 防 の 地 盤 に 定 着 さ せ る も の と す

る 。  



（ 桁 下 高 等 ）  

第 ４ １ 条  第 ２ ２ 条 第 １ 項 及 び 第 ２ ３ 条 の 規 定 は 、 橋 の 桁 下 高 に つ

い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 こ れ ら の 規 定 中 「 可 動 堰 の 可

動 部 の 引 上 げ 式 ゲ ー ト の 最 大 引 上 げ 時 に お け る 下 端 の 高 さ 」 と あ

る の は 、 「 橋 の 桁 下 高 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

２  橋 面 （ 路 面 そ の 他 規 則 で 定 め る 橋 の 部 分 を い う 。 ） の 高 さ は 、

背 水 区 間 に お い て も 、 橋 が 横 断 す る 堤 防 （ 計 画 横 断 形 が 定 め ら れ

て い る 場 合 に お い て 、 計 画 堤 防 の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の 高 さ よ り 低

く 、 か つ 、 治 水 上 の 支 障 が な い と 認 め ら れ る と き 、 又 は 計 画 堤 防

の 高 さ が 現 状 の 堤 防 の 高 さ よ り 高 い と き は 、 計 画 堤 防 ） の 高 さ 以

上 と す る も の と す る 。  

（ 護 岸 等 ）  

第 ４ ２ 条  第 １ ４ 条 及 び 第 １ ５ 条 の 規 定 は 、 橋 を 設 け る 場 合 に つ い

て 準 用 す る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 場 合 の ほ か 、 橋 の 下 の 河 岸 又 は 堤 防 を 保 護 す

る た め 必 要 が あ る と き は 、 河 岸 又 は 堤 防 を コ ン ク リ ー ト そ の 他 こ

れ に 類 す る も の で 覆 う も の と す る 。  

（ 管 理 用 通 路 の 構 造 の 保 全 ）  

第 ４ ３ 条  橋 （ 取 付 部 を 含 む 。 ） は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

管 理 用 通 路 の 構 造 に 支 障 を 及 ぼ さ な い 構 造 と す る も の と す る 。  

（ 適 用 除 外 ）  

第 ４ ４ 条  第 ４ ０ 条 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 及 び 第 ４ １ 条 の 規 定 は 、

治 水 上 の 影 響 が 著 し く 小 さ い も の と し て 規 則 で 定 め る 橋 に つ い て

は 、 適 用 し な い 。  

２  こ の 章 （ 第 ４ １ 条 及 び 前 条 を 除 く 。 ） の 規 定 は 、 堰 又 は 水 門 と

効 用 を 兼 ね る 橋 及 び 樋 門 又 は 取 水 塔 に 附 属 し て 設 け ら れ る 橋 に つ

い て は 、 適 用 し な い 。  

第 ８ 章  伏 せ 越 し  

（ 適 用 の 範 囲 ）  

第 ４ ５ 条  こ の 章 の 規 定 は 、 用 水 施 設 又 は 排 水 施 設 で あ る 伏 せ 越 し  



に つ い て 適 用 す る 。  

（ 構 造 の 原 則 ）  

第 ４ ６ 条  伏 せ 越 し は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 流 水 の 作 用 に 対 し

て 安 全 な 構 造 と す る も の と す る 。  

２  伏 せ 越 し は 、 計 画 高 水 位 以 下 の 水 位 の 洪 水 の 流 下 を 妨 げ ず 、 並

び に 付 近 の 河 岸 及 び 河 川 管 理 施 設 の 構 造 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ さ な

い 構 造 と す る も の と す る 。  

（ 構 造 ）  

第 ４ ７ 条  堤 防 （ 計 画 横 断 形 が 定 め ら れ て い る 場 合 に は 、 計 画 堤 防

を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） を 横 断 し て 設 け る 伏 せ 越 し

に あ っ て は 、 堤 防 の 下 に 設 け る 部 分 と そ の 他 の 部 分 と は 、 構 造 上

分 離 す る も の と す る 。 た だ し 、 堤 防 の 地 盤 の 地 質 、 伏 せ 越 し の 深

さ 等 を 考 慮 し て 、 堤 防 の 構 造 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が な い と き は 、

こ の 限 り で な い 。  

２  第 ２ ７ 条 の 規 定 は 、 伏 せ 越 し の 構 造 に つ い て 準 用 す る 。  

（ ゲ ー ト 等 ）  

第 ４ ８ 条  伏 せ 越 し に は 、 流 水 が 河 川 外 に 流 出 す る こ と を 防 止 す る

た め 、 河 川 区 域 内 の 部 分 の 両 端 又 は こ れ に 代 わ る 適 当 な 箇 所 に 、

ゲ ー ト （ バ ル ブ を 含 む 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） を 設 け る も の と す

る 。 た だ し 、 地 形 の 状 況 に よ り 必 要 が な い と 認 め ら れ る と き は 、

こ の 限 り で な い 。  

２  第 ２ １ 条 第 ２ 項 の 規 定 は 前 項 の ゲ ー ト の 開 閉 装 置 に つ い て 、 第

２ ４ 条 の 規 定 は 伏 せ 越 し に つ い て 準 用 す る 。  

（ 深 さ ）  

第 ４ ９ 条  伏 せ 越 し は 、 低 水 路 （ 計 画 横 断 形 が 定 め ら れ て い る 場 合

に は 、 当 該 計 画 横 断 形 に 係 る 低 水 路 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い て

同 じ 。 ） に お い て は 低 水 路 の 河 床 の 表 面 か ら 、 堤 防 （ 計 画 横 断 形

が 定 め ら れ て い る 場 合 に は 、 計 画 堤 防 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に お い

て 同 じ 。 ） の 下 の 部 分 に お い て は 堤 防 の 地 盤 面 か ら 、 そ れ ぞ れ 深

さ １ メ ー ト ル 以 上 の 部 分 に 設 け る も の と す る 。 た だ し 、 河 床 の 変



動 が 極 め て 小 さ い と 認 め ら れ る と き 、 又 は 河 川 の 状 況 そ の 他 の 特

別 の 事 情 に よ り や む を 得 な い と 認 め ら れ る と き は 、 低 水 路 の 河 床

の 表 面 、 又 は 堤 防 の 地 盤 面 よ り 下 の 部 分 に 設 け る こ と が で き る 。  

第 ９ 章  雑 則  

（ 適 用 除 外 ）  

第 ５ ０ 条  こ の 条 例 の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 河 川 管 理 施 設 又 は 許 可 工

作 物 （ 以 下 「 河 川 管 理 施 設 等 」 と い う 。 ） に つ い て は 、 適 用 し な

い 。  

（ １ ） 治 水 上 の 機 能 を 早 急 に 向 上 さ せ る 必 要 が あ る 小 区 間 の 河 川 に

お け る 応 急 措 置 に よ っ て 設 け ら れ る 河 川 管 理 施 設 等  

（ ２ ） 臨 時 に 設 け ら れ る 河 川 管 理 施 設 等  

（ ３ ） 工 事 を 施 行 す る た め に 仮 に 設 け ら れ る 河 川 管 理 施 設 等  

（ ４ ） 特 殊 な 構 造 の 河 川 管 理 施 設 等 で 、 市 長 が そ の 構 造 が 第 ２ 章 か

ら 前 章 ま で の 規 定 に よ る も の と 同 等 以 上 の 効 力 が あ る と 認 め る

も の  

（ 委 任 ）  

第 ５ １ 条  こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

   附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、 平 成 ２ ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 存 す る 河 川 管 理 施 設 等 又 は 現 に 工 事 中

の 河 川 管 理 施 設 等 （ 既 に 法 第 ２ ６ 条 第 １ 項 の 許 可 を 受 け 、 工 事 に

着 手 す る に 至 ら な い 許 可 工 作 物 を 含 む 。 ） で あ っ て 、 こ の 条 例 の

規 定 に 適 合 し な い も の に つ い て は 、 当 該 規 定 （ そ の 適 合 し な い 部

分 に 限 る 。 ） は 、 適 用 し な い 。 た だ し 、 こ の 条 例 の 施 行 後 に 改 築

（ 災 害 復 旧 又 は 応 急 措 置 と し て 行 わ れ る も の を 除 く 。 ） の 工 事 に

着 手 し た も の （ 許 可 工 作 物 に あ っ て は 、 法 第 ２ ６ 条 第 １ 項 の 許 可

を 受 け た も の ） に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

３  前 項 の 規 定 に よ り こ の 条 例 の 規 定 を 適 用 し な い も の と さ れ た 河  



 川 管 理 施 設 等 の 構 造 に つ い て 河 川 管 理 上 必 要 と さ れ る 一 般 的 技 術  

的 基 準 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 


